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３つの安全行動

生ごみは水切りをし、重量とかさを減らしましょう

地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う

災
害
に
備
え
て
家
庭
で
備
蓄
品
を

準
備
し
ま
し
ょ
う

自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
ろ
う 

～
自
主
防
災
組
織
の
結
成
～

　

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
で
す
。
普
段
か
ら
少

し
で
も
被
害
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」と「
震
度
」

　

地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
耳
に

す
る
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は
地

震
そ
の
も
の
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

き
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。「
震
度
」

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
で
の
揺
れ
の

大
き
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

●「
緊
急
地
震
速
報
」
と
は

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
大
き

な
揺
れ
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る

地
域
に
対
し
、
気
象
庁
が
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
に
発
信
す

る
も
の
で
す
。
発
信
さ
れ
る
震
度

は
震
度
４
以
上
と
な
り
ま
す
。
震

源
に
近
い
場
所
は
速
報
が
間
に
合

わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
地
震
が
起
き
た
ら
（
家
の
中
に

い
た
場
合
）

・
身
を
か
が
め
、
身
の
安
全
を
確

保
す
る

・
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
火
の
始

末
を
す
る

・
火
が
出
た
ら
で
き
る
限
り
消
火

す
る

・
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
、
慌
て
ず

に
上
空
か
ら
の
落
下
物
に
注
意
す
る

●
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
３
つ
の
安

全
行
動
）
の
実
践

●
地
震
が
起
き
た
ら
（
外
に
い
た

場
合
）

・
ビ
ル
な
ど
高
い
建
物
の
近
く
に

い
た
場
合
、
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
や

看
板
の
落
下
に
注
意
す
る

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
自
動
販
売
機
な

ど
倒
れ
る
可
能
性
の
あ
る
物
か
ら

離
れ
る

・
斜
面
や
崖
は
揺
れ
で
崩
れ
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
近
付
か
な
い

●
家
の
中
の
安
全
対
策

　

地
震
が
起
き
た
と
き
、
家
具
の

転
倒
や
落
下
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
に

よ
り
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

・
寝
室
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の

い
る
部
屋
に
は
大
き
な
家
具
は
置

か
な
い

・
タ
ン
ス
な
ど
大
き
な
家
具
は
、

倒
れ
に
く
い
よ
う
Ｌ
字
金
具
や
支

え
棒
を
使
用
す
る

・
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

出
入
口
や
通
路
に
は
物
を
置
か
な
い

●
家
の
周
囲
の
安
全
対
策

　

植
木
鉢
の
落
下
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
瓦
や
ア
ン
テ
ナ
の
補
強
を

す
る

・
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る

・
ベ
ラ
ン
ダ
は
、
植
木
鉢
な
ど
を

落
ち
る
危
険
が
あ
る
場
所
に
置
か

な
い

・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
鎖
で
固
定
す
る

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
門
柱
は
、
基
礎

や
鉄
筋
が
無
い
場
合
は
補
強
し
、

ひ
び
割
れ
が
無
い
か
確
認
す
る

問
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　

災
害
に
備
え
必
要
な
も
の
を
蓄

え
て
お
く
こ
と
は
、
減
災
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

①
常
時
携
行
品

　

財
布
や
携
帯
電
話
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
、
免
許
証
な
ど
普
段
持

ち
歩
く
貴
重
品
に
加
え
て
、
携
帯

ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
の
充
電
器

②
非
常
持
出
品

　

備
蓄
品
の
一
部
と
し
、
２
泊
３

日
程
度
の
避
難
生
活
に
必
要
な
非

常
食
や
飲
料
水
を
選
び
、
持
病
薬

や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
な
ど
命
を

守
る
た
め
に
必
要
な
物
を
優
先
し

　

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
地
震

国
で
す
。
近
年
、
東
日
本
大
震
災

や
熊
本
地
震
の
よ
う
に
、
大
地
震

に
よ
り
家
屋
の
倒
壊
や
土
砂
災
害
、

津
波
災
害
な
ど
大
き
な
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
災
害
が
発
生
し
た
ら
、

市
や
消
防
な
ど
防
災
関
係
機
関
は

全
力
で
防
災
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
が
、
大
規
模
な
地
震
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
と
き

に
十
分
な
活
動
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
道
路
や
橋
の
損
壊
や
建
物
な
ど

の
倒
壊
等
に
よ
り
道
路
交
通
が
著

し
く
阻
害
さ
れ
た
と
き

・
各
地
で
多
数
の
火
災
が
発
生
し

た
と
き

・
電
話
が
不
通
と
な
り
、
被
害
状

況
な
ど
の
情
報
収
集
が
困
難
な
と
き

・
停
電
や
断
水
に
な
っ
た
と
き

　

災
害
か
ら
財
産
を
守
り
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
普

段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域

ま
す
。
普
段
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
に
入
れ
る
こ
と
で
、
避
難
す
る

と
き
に
両
手
が
使
え
ま
す
。

③
備
蓄
品

　

食
料
や
水
は
最
低
３
日
、
で

き
れ
ば
１
週
間
以
上
備
蓄
。
レ
ト

ル
ト
食
品
や
缶
詰
、
カ
ッ
プ
麺
等
。

水
は
大
人
１
日
当
た
り
３
ℓ
が
目

安
、
水
の
配
給
を
受
け
る
た
め
の

ポ
リ
容
器
、
下
着
や
着
替
え
等

〈
停
電
時
に
特
に
必
要
な
備
品
〉

　

懐
中
電
灯
、
ラ
ン
タ
ン
、
携
帯

ラ
ジ
オ
、
卓
上
こ
ん
ろ
、
乾
電
池
、

発
電
機
（
屋
外
で
換
気
が
で
き
る

や
近
隣
の
人
々
が
集
ま
っ
て
互
い

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
防
災
活
動

を
す
る
「
共
助
」
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、こ
の
「
共
助
」

の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
自
主
防

災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

◇
自
主
防
災
組
織
と
は

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
住

民
が
自
主
的
に
連
携
し
て
防
災
活

動
を
行
う
組
織
を
言
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
平

常
時
は
防
災
訓
練
、
広
報
活
動
、

防
災
資
機
材
の
整
備
な
ど
、
災
害

時
に
は
初
期
消
火
活
動
、
救
出
救

護
、
避
難
誘
導
、
避
難
所
で
の
給

水
給
食
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。 

〈
組
織
の
結
成
〉

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
住

民
が
組
織
結
成
に
合
意
し
、
規
約
、

組
織
、
活
動
計
画
を
定
め
る
こ
と

で
成
立
し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
た
と

き
は
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

場
所
）

〈
断
水
時
に
特
に
必
要
な
備
品
〉

　

飲
料
水
、
給
水
用
ポ
リ
容
器
、

非
常
用
ト
イ
レ
、
水
道
水
（
水
を

貯
め
て
定
期
的
に
入
れ
替
え
を
す

る
か
、
生
活
用
水
と
し
て
備
蓄
）

◇
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
の
実
践

　

災
害
用
保
存
食
だ
け
で
な
く
、

普
段
か
ら
食
べ
て
い
る
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
等
を
多
め
に
購
入
し
、

消
費
期
限
の
短
い
も
の
か
ら
定
期

的
に
消
費
し
、
食
べ
た
分
だ
け
補

充
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
方
法
で

す
。
食
べ
慣
れ
た
食
品
を
災
害
時

に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ト
レ

ス
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

問
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
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３
０
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自
主
防
災
組
織
は
、
区
・
自
治

会
単
位
で
の
結
成
と
し
て
い
ま
す

が
、
規
模
が
小
さ
い
な
ど
特
別
な

事
情
が
あ
っ
て
、
複
数
の
区
・
自

治
会
共
同
で
結
成
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
市
ま
で
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
資
機
材
整
備
補
助
金
〉

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
た
自
主
防
災
組
織
に
対
し
、

50
万
円
を
上
限
と
し
た
防
災
資
機

材
の
整
備
費
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　（一財）自治総合セン
ターでは、宝くじ社会貢
献広報事業として、地域
活動の促進、地域の防災
活動に必要な備品の整
備に対し助成を行ってい
ます。令和３年度はコミュ
ニティ助成事業のうち地
域防災組織育成助成事
業（地域の防災活動に必
要な備品）を活用して、自
主防災組織の防災資機
材が整備されました。
▶防災資機材一覧
・弥幾野自治会自主防
災部会＝災害用トイレ　
・大竹自主防災部会＝発
電機、投光器、コードリー
ル、ヘルメット、メガホン、
ブルーシート　
・星谷区自主防災部会＝
発電機、リヤカー、ヘッド
ライト　
・上貝塚区自主防災会＝
テント、発電機　
・上谷新田区自主防災
部会＝浄水器、無線機　
・ながた野2丁目自治会
防災部会＝クランプ、エン
ジンポンプ、グレーチング

上げ機、ホース、吸水管、
ホース延長金具、ガソリ
ン携行缶、台車　
・駒込15区自主防災部
会＝発電機、チェンソー　
・細草みのり自治会自主
防災部会＝ポータブル蓄
電池、ソーラー発電機、
電源タップ　
・みずほ台1丁目東自治
会防災部会＝発電機、
コードリール、カセットコ
ンロ、テント用おもり、テ
ントタープ、テント用サイ
ドパネル　
・仏島防災部会＝車い
す、ポータブルトイレ、投
光器、投光器スタンド、
簡易テント、無線機、リヤ
カー
　

問安全対策課消防防災班
　☎０４７５（７０）０３０３

自主防災組織の防災資機材が
整備されました

消防団員募集
　市消防団では、消防団員を募
集しています。
　消防団は「自らの地域は自ら
で守る」という精神に基づき災
害から地域を守っています。
〈消防団のこともっと教えて〉
Ｑ．消防団って何？
Ａ．消防団は、消防署とともに
火災や災害への対応、予防啓発
活動を行う、消防組織法に基づ
いた消防組織です。
　消火活動はもちろん、地震や
風水害など大規模災害時の警戒
巡視、避難誘導、救助・救出な
どの活動を行います。

　女性も入団でき、本市でも現
在７人の女性消防団員が救命講
習の指導補助や、防火広報活動
などで活躍しています。
Ｑ．入団の資格は？
Ａ．年齢が18歳以上60歳未満
で市内在住か在勤の健康な方な
ら入団できます。
問安全対策課消防防災班
　☎０４７５（７０）０３０３

いざというときに備えていざというときに備えて
災害時の情報収集方法を確認しましょう災害時の情報収集方法を確認しましょう

市ホームページ

▲市ホームページ

▲iOS

市メール配信サービス

防災行政無線

問安全対策課消防防災班
　☎０４７５（７０）０３０３

Yahoo!防災速報アプリ

☎０４７５（７２）１０００

戸別受信機

電話応答サービス

安全対策課公式ツイッター

緊急速報メール（エリアメール）

登録用アドレスを
読み取ります▶

@anzen_os_0303▶

市内の各携帯電話会社の端末にメールが
送信されます。※登録不要。

防災行政無線の放送を自宅で聞くことが
できます。※負担金１万円。

防災行政無線の放送内容を確認することが
できます。利用には通信料がかかります。

ホームページホームページ

アプリアプリ

放送放送

メールメール

SNSSNS

千葉県防災
ポータルサイト

▲Android


